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論文内容の要 t::. 閏
1910年に独立した疾患として Perthes らにより報告されて以来、多くの著者によりペルテス病のレ
線学的な追跡のみならず、一部はその組織学的検索もおこなわれている。一方、治療面でも多くの著
者の報告がなされているが、ほとんどは経験的な方法にとどまり、ペルテス病の原因的な治療法の検
討されたものは少ない。水野はペルテス病の大腿骨頭の組織学的研究から、その自然的な修復過程を
検討して、関節軟骨が大腿骨頭壌死の修復に必要な血管侵入に対して大きい障壁となっていることを
見出した。水野は新生栄養血管をより迅速、且つ適確に、壌死骨頭核内に導き入れる目的をもって関
節軟骨を削孔し、有茎の関節包弁を掃入固定する手術法(以下関節包弁術と略す)を創案した。著者
はこの新手術法が施行された症例を最長 6 年間にわたって追跡し、とくに保存的療法と比較検討して、
その手術方法の効果の確実な評価をおこない、さらに動物実験によって関節包弁術の作用機転をあき
らかならしめんとしたものである。
〔方法及び成績〕
1 .関節包弁術をおこなったペルテス病57人58関節について評価した。対照として関連病院の症例
を吟味し、そのうち厳重に監視された保存的療法(スナイダー吊紐群18関節、入院臥床療法群32関節)
の群と、放置群15関節を見出して、用いた。
イ. レ線像による評価
エピフィシスの完全な分裂像は保存的療法群ではいずれも25%以上にみとめられるが、関節包弁
術群では10% にすぎない。
関節包弁術群では64% にエピフィシスの著明な骨新生をみとめる。保存的療法群では25%以下で
ある。
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関節包弁術群ではペルテス病後のエピフィシスの高さは健側に比し平均80%である。これは保存
的療法群の67% に比べ、関節包弁術群がもっともよくエピフィシスの高さを保つことを示している。
ベルテス病後の骨頭変形の評価方法として、 Eyre-Brookの epiphyseal quotient値をしらべると、
その値の60以上を示すものは、関節包弁術群の69%、入院臥床療法群の39%、スナイダー吊紐群の
28%、放置群の20% にみられ、骨頭変形は関節包弁術群がもっとも少ない。
メタフィシスの変化は関節包弁術群の50%、入院臥床療法群の70%、スナイダー吊紐群の62% に
みられる。
骨端軟骨の早期閉鎖は関節包弁術群の 5%、入院臥床療法群の19%、スナィダー吊紐群の22% に
おこっている。
頚部の短縮度は、関節包弁術群、入院臥床療法群、スナイダー吊紐群の聞に大差はない。
ペルテス病の経過は初期・中間期・晩期に分けられるが、各症例ごとに各病期への移行時期をも
とめると、初期ペルテス病に施行された関節包弁術群では、平均16カ月で晩期に移行し、入院臥床
療法群の27カ月に比し、経過は相当に早められている。
ロ.臨床的評価
初期ペルテス病に対する関節包弁術群では、平均18カ月で歩行を開始している。
歩行開始後 1 年を経たもののうち、自他覚的な異常所見は、関節包弁術群の38% にみられる。
2. 動物実験
未成熟犬の大腿骨頭壌死をおこさせる平山の実験にもとづき、頚部絞振をおこなうと同時に、有茎
の関節包弁を挿入固定した。 2 週後では関節包弁は、 骨頭靭帯のように関節軟骨につらなり、 腹部
大動脈から注入したベルリン青は関節包弁を青色に染めている。
microangiogram および Spalteholz 透明標本では、関節包弁から侵入した血管網は骨頭核内を骨端
線にそって延びている。
H.E 染色による組織標本では関節包弁からの血管を伴う滑膜性結合織は壌死骨梁をとり囲み修復
像を呈している。
〔総括〕
関節包弁術はエピフィシスの病的状態の進行を最小にとどめることができる。しかもペルテス病後
にみる骨頭変形は、著者の調べえた比較群および過去に報告された保存的療法の成績からみても、も
っとも少ない。このことはある程度の阻止は不可能とさえ考えられていた股関節症への進展が、大巾
に減少する可能性をもつものである。一方、学童期の子供を長期間歩行を禁止させて治療することは、
少なからぬ問題がある。関節包弁術を施行した症例は、修復の経過がきわめて早い D これは新生骨形
成度、および晩期への移行の期聞からみても明らかである。著者は関節包弁術が従来おこなわれた種
々の治療に比しその効果のきわめて優秀であることを確めえた。
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論文の審査結果の要旨
有茎関節包弁挿入手術はエピフィシスの虚血性壌死にともなう病変の進行を最小にとどめることが
できる。しかもペルテス病後にみる骨頭変形は、今回の対照とされた比較群および過去に報告された
保存的療法の成績からみても、もっとも少ない。このことはもっとも治療困難な股関節症への進展が
大巾に減少する可能性をもっO 一方、有茎関節包弁挿入手術は、修復の経過がきわめて早く、これは
活発な学童期の子供にとって、大巾な免荷期間の短縮が可能である。
有茎関節包弁挿入手術は従来おこなわれた種々の治療に比し、その効果のきわめて優秀であること
を立証した。
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